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へ
交
易

 

>發
兑
：
文
明
の
歷
史
の
上
に
蓺
礎
づ
枝

^

も
の
h
tt
女(P.20.)。

經
濟
■學
は
现
論
と
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パ

し

：
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T
物

の

兩

部

分

か

念

I々

に
於
、け

る

鐘

象

行

に

於

げ

美
f

素

る)

<

x

l

t夫
人
は
又
；
蠢

？

道
義
：

ノ 
i
の

g

題

に

觸

れ

、

象

力

. ,
ロ

丨

ダ

七

\
が

臂

の

«

>
に

於

少

て

誤

攀

有

す

る

に

非

ガ

る

か

を

疑

认

ノ

富

を

以

つ

て

效

化

、

便

、
|

1

く
！

侈

噹

ら
,

4
件
|

含
す
'業

- 1
説
ぃ
て
聞¥
#
1
>
.
2
2
-
2
5
.

)

。
混
^ ;
潘

幣」

ょ
,っ
1

を
1

る；

般
的
常
贺 

•
か 

I

含

の

で 

^
る(pp. 

200
し

づ

、

\
 

)
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:

\

-
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v

、
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'
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0 

.

.

.
第

一

及

び

第

二

^
ぼ

を

以

つ

、

潘

論

を

終

つ

、

た

|

^
は

'
證

及

び

第

时

會

話

に

於

'ぃ

て

財

齋

を

命

す

る

。

七

丨

漱

の

經

濟

星

分

よ

 

は

朱

打

_

に

1

ぃ

.て

盛

川

さ

れ

て

|

ぃ

。

努

働

は

富

笞

然

肩

且

つ

秦

W
齧

ゎ

る

0 V
S
が

然

し

な

が

ら

、T財

產

に

對

 

し

、
て

傲

證

S

へ

！

底

の

政

府

^
樹

立

に

ょ

？

盎

利

f

籠

4

れ

I

は

.、

そ

备

歡

必

要

品

以

上e

表

を

殆

ん

I

:

.
產

す

る

こ

と

が

な

ぃ

•
•
で

ぁ

ら

、
ハ

。

.
財

產*«
が

1

立

す

；

る

に

至

つ

て

.

穷

の

精

神

は

4

に

發

達

せ

し

め
'
;
^
れ

る

こ
と
I

り
、
J
樹
八
の， 

餘

，

收

益

：

5^

他

の

者

の

：
^

れ

に̂

し

て

交

換

'>
ら

'
れ

^

と

，
な

る

。

*T
物

.々
：
交

換l
i

對

し

て

掛

供

せ

§
れ

た

便

{
Iは

s

か

ら

分
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發

X
は

^
業

々

誘

致

し

ノ

赫

が

て

叉

？

，
機

械

, 0
發

明

を

屬

す

る

ご

と

/
な

る

0

マ

i

セ

ッ

，
ト

.は

第

五

#
話

に

於

.ぃ

て

、

ア

ダ

ム

.
ス

ミ

 

•
ス

ょ

り

学

乂

の

則

;|
]
を

行

つ

て

分

勞

論

を

展

册

せ

し

め

る0 

'
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契

及

び

f

:#
篇

s

l

s

f
れ

毛

ぎ

產

の

安

金

ル

び

分

勞

に

.ょ

つ

て

f

u

f

坐

，
じ

た

時

代

か

ら

し

て

兄

、

气

 

當

の

區

p

i

t

 

.

」

と

と

な

っ

'?
:
0

ヵ

ロ

'1

フ

ィ

ン

1

を

以

，

つ

て

鳖

の

，
霍

恥

で

ぁ
];
-
、

麥

と

共

.に

發

萍

い

た

雜

革

で

r

と

觀

. 

る

。

就

し

な

が

ら

、：

ゼ

ィ

夫

人

は

斯

く

の

如

き

區

.別

が

憲

と

稱

せ

ら

れ

得

；

所

以

を

細H

も

，
ル

で

ぁ

、
る

。

斯

く

の

如

I

の

が

野

 

@
遍

に

於

，
い

I

学

る

こ

と

が

贫

と

す

る

な

ら

ば

、

y

れ

は

_

專

遍

的

で

t

か

い

で

t

,
文

明

が

坐

じ

た

寺>

 
分

努

か

'

ら
生
じ
つ
、
あ̂
利
益
也
勤
勉
な
る
孰
練
者
，を
し
て
北
ハ
の
欲
望
を
滿
足
す
，る
に
足

/3
'
以
卜
0:
甯
を
取
得
す.る
こ
*̂
を
得
せ
し
め
ち
、軍
に 

日
常
の
坐
甜
を
取
得
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
饊

-M
の
程
度
劣
れ-S'
-
者
は
依
然
と
し'て
貧
猫
巷
し
く
は
無̂物
、

|

狀

態

に

殘

存

，
す

^
-

(
p
p
.

00
2
-
-

00
S
J。
夫
人
.に
從
へ
ば
、
貧
常
刚
者
ば
相
！
に
取
つ
て
必
要
な
る

'も
の
t
あ
る
。
そ
は
恰
も
腹
と'乎
挞
9:
滅
話
で
4>
る
。
^•
荞
が
&
け
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>1
ば
な
ら
ぬ
？
勞
働
教
の
使
州
に
ょ
0
て
#
坐
產
の
扣
に
充
て
ら
れ
た
富
が
、

「

资
本」

と
呼
ば
れ
，る(

P
.00
00
:

)

。
次
い
、で
、
夫
人
は
固
宽 

廣
木
と
流
動
資
本
の]^
別
を
明
か
に
しs

^

s

)

、
細
考
が
等
し
ぐ
勞
働
階
級
に
‘有
利
な
る
こ
と
を.

^
る
が
泰
木
の
存
す
る
所
に
於
、い 

て
は
、
贫
民
は
常
に
仕̂
を
看
出
す
可
き
で̂'
る(

P
.

1
0
9

)

^
彼
の
女
は
、-炎
慨
階
級
以
上
に
、
機
械
の
如
き
肉
腺
的
勞
働
を
節
約
す

^

:

、
 

.

,

,

‘ 

' 」

% 

. 

. 

メ 

\ 

• 

、 

,

過
柷
の
導
入
卩
ょ
づ
て
大
な
る
便
益
を
受
け

.る
社
會
階
級
は
な
い
と
思
槌
し
?:
。
蕋
し
'、
財
貨
の
低
廉
に
最
も
多
く
關
心
を
荷
す
る
も
の

•

i 

, 

- 

,

,
 

.

ハ
は
彼
等
飞
る
へ
が
故
で
あ
る

(
p
p
.
110

し
。
固
定
資
本
の
咐
加
が
勞
働
階
級
に
及
ぼ
す
影
響
、に

關

し

て

ジ

ョ

ン

パ

ー
ト
ン

A
J
Oプロ

• 

• 
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.

■
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パ
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'
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汁
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-0

'^
勞

侧

階

級
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^
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に

影

響

す

る

"諸

軍

愦

に

對

す

.る

考

察
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s
e
r
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b
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C
i
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c
u
m
s
t
a
n
c
e
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w
h
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e
h
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i
i
i
e
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c
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t
h
e

 

c
b
a
d
i
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o
f

、t
b
e
/
L
a
b
b
u
r
i
n
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a

s
d
c
i
e
t
y
，
，)

於

深
#
!

な

る

示

喚

を

經

濟

學

容

に

與

ヘ

た

の

は

本

昏

出

版

の
■翌

十

七

- 

¥
の

こ

と

で

あ

つ

^
。

(

昭

和

十

三

年

版

拙

蕃r

經

濟

學

史

j

上

卷

1
、1

一

七

、
七

！

九

頁

書•照

)

。

夫

人

は

、

資

木

を

以

て

抓

來

の

坐

適

を

容

渴, 

.1

し

め

る

に

？

I

ら

敲

で

當

と

囊

し

舞

f

の

と

海

‘i

而

し

て

、

1

本

は

共

i

民

、
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欝

康

か

ら

成
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も
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で

あ
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1
1

3
》
)

0 

, 

V
. 
、

：

 

：

* 

- 

' 

• 

. 

' 

:

- :
r
. 

'

.

.

 

: 

ノ

、



\
 

.
 

.
 

r 

, 

■
 

. 

V
 

: 

’

/

' 

,

,

第

八

及

ガ

焚

に

於

、
ぃ

て

は

賃

銀

及

び

人
！；！，

に

關

す

る

意

^
行
は
れ
る
。
夫
人
於
、
'
!
率̂
を
以
つ
べ
資
本
が
其
の
國
の
人
nJ
中 

s

i

しP

、

あ

る

部

分

に
&

し

て
4

す

1

割

盆

驻

く

も

の

、

4

た

。

而
し
て
、
そ
は
叉
、
•他
のlj

暴

を

以

？

す
れ
ば
、
.

_
资
} 

;墓
れ
を
以
つ
：
て
維
持
甘
ら
る
可
次
只
の
敗
に
對
す
る
割
合
に
據
ダ
も
の
ト
解
釋

4

れ
?:
の
で
あ
る-(

名
.

s

i

o

小
资
t

 

,

熒
働
に
對
す
る
小I

、
低
©
銀
を
、•
又

、

資

本

策

に

は

、
大

利

f

i

t

資
氺
の
增
紙
はI

に
對
す
る
：
；
い
犬
な4

要
、
パ
,

 

き

識

を

：
欠

、
，资-

に
及
i

小

な

る

利

要

爾

す

。
然

し

な

が

棄

は
■

の

馨

普

依

抒

せ

す

し

て、
,
^
れ

-
に

依

つて
-

ま
士
七
ら̂

:
:
:
き
人
^
の
數
に
^
七
1
#1
對
的
な
，,5
共
の
^
に
依
^
す
、る'こ
^
を
忘
れ
て«
な
^
,ぬ
0^
華
^

L
L
A
、
ぃ
て
ょ
、’資*

た
V
こ
 ̂

. 

で
i£
銀
低
く
：
四
: ^
禾
ヵ
に
在
づ
て
は-資
^
:パ
に
し
て
货#
:
!ぃ(pp, 

1
1

-S3
7
0
。

食

窮

は

人

口

に

對

す

然

的

抑

制

で

あ

る

。 

m

u

つ

際

に

.
、於
，
ぃ
，
石

み

有

利

で

あ

る

?

141>。

第
+
會
話
は
貧
民
の
狀
態
に
就
ぃ
て
取
り
交
さ
れ
る
。
，

,

,

?
 

一
 
4

に
於
ぃ
て
，は
收
入
が
論
ぜ
ら
れ
る
。

.夫

人

t

づ
ン
收I

し
く
は
所
得
を
生
ず
V

I

め
に
？

々
使5
し
，傅
可|

: 

々
力
る
方
法4

示
し
、
而
し
て

■
;

其
の
何
れ
が
最
も
有
利
で
あ
る

 

>
 は
共
の
國
の#

通

に

從

ヴ

，
て

批

違

，
ォ

る

I

說
く

。

、資
木
の
使
如
、 

力
ら
取
得
せ
ら
れ
る
利
沿
は
殺
べ
，
て
に

^
ぃ
て
；乎
等
に
歸
せ
ん
と
す
る
の
倾
向
が
舍

?

1-s
o
利
^
は
又
、
危
險§
程
度
P
比
例
す 

^

s

.

1

)

夫
1
は
'^
後
1
巩
の
'^
等
^

*
说
す
る
種
々
な.5
取
情
を
說
明
す
る

(
P
.
188.)。

筋
十
ニ
は
'
土
地
所
有
權
か
ら
生
和

(

餐

證

■
■.
ぶ
3
讓

_
邊

规

_

^
漏

；«

趣』

猶

淑

顆

-
酷
似
し
1

5

1
、
彼
れ
が
穀
物I

に
關
し
て
一
千#

十

暴

I

レ
益
ハ
の
小
她
子

r

資
本
の
利g

l

す
低
f

る
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‘
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澎
響
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す

る
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.風
す
も
切
で
あ
る
。
農
秦

li

在
七
て
は
ン
出
地
を
購
人
す
る
免
木
と
之
れ
ヽ
を
撕
作
す
る
资
取
ど
め
兩
者
が
佌
州
也
ら
れ
， 

、
而
し
て
、

一
は
士1她
の
所
有
者
に
、
'\
他
は
北
ハ&
柳
作
款
に
酿
す
る
別
組
の
ニ
’收
入
が
生
ザ
し
め
ら
る
、
が
故
に
、
未
々
ば
笫
七
三
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に
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於
い
て
土
地»
ホ
让
り
坐
中
る|
入
を
論
ず
ぞ
。
，第
十
四
に
、

'
,||
|
.ら
典
の
資
木
を
他
川
せ'ざ
る
者
の
收
人
が
話
題
と
な
る
。
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吾
人
ば
夫
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の
和
子
論
に
於
い̂
、
魯
名
實
子
が
出
地
化
對
す
る
'1
?

-1
-
.な
る
が
如
く
利
子
は
資
本
、に
獸
寸
る
貨
子
で

^
-る
と
货
し?:
ダ

V 

'
に
リ
ィ
‘ •
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1
ス
流
のH

心
恕
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銃
か
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め
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と
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龜

,-
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■
讀

漱

證

通

餐
#

_

_

_達

.
_顏

獲

雙1
塞

_

_
1
變

^

^
傷

_

歷

_

_

'

、

肩
せ
ち
る(

も
の
と
親
る

(P"

自

)

。
脱

値

の

木

質

を

明

か

で

た

る

雾

は

&

ん

 

'で
策
十
六'及
び
、十
七
に'於
、い
I
;蕃

を
檢

討

す

る*
。

. 

,
ぷ
に
策
い
で
邻
十
八
に
は
，商

等

第

十

九

及

^

、一
ナ
，
に

は

'
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の 

は
あ
る
ま
い
。
彼
の
偉
大
さ
は

v

こ
か
ら
來
た
か
。
ま
さ
し
く
マ
，
 

.
'ル
タ
、
ス
ぱ
；
|
<地
か
レ
坐̂'
た
の
で
は
な
い
。
.
實
に
、
、
彼
位
、

「

先
騮 

^

0
長

所

令

利

用-1
,

^

—
代
と
纖
以
勝
に
作
ら
枚
ね
傑
惟
と
を

( 

戡

礎

と

し

ぃ

」「

&

@

の

長

所

を

利

用

し

」

?:
人
は
珍
ら
し
い
。 

«
し
乍
ら
、
旣
に
洗
在
す
る
幾
多
の
提
所
や
傲
作
か
ら
、
唯
機
械 

的
に
、
ょ
り
偉
大
な
體
系
が
坐
れ
る
も
の
と

.は
限
ら
な
い
。
苦
等 

の
思
想
を
科
州
レ
咀
噼
し
、
吸
收
し
て
自
家
巢
淄
中
の
を
砂
と
す 

る
に
^ -
る
だ
对
の
透
徹
精
銳
な
騎
腦
が
同
時
.に
布
立
し
な
け
れ
ば

馨

:霞

|

ー


